作成例１２　変更条文新旧対照表

※変更箇所には赤字下線を引くこと
	新　条　文
	旧　条　文

	(課程、学科、修業年限、定員)

第○条　本校の課程、学科及び修業年限並びに定員は次のとおりとする。

課程名

学科名

修業
年限

入学
定員

総定員

備考
○○課程

××科

○年

○名

○○名

××科

年

名

名

計

○名

○○名

○○課程

××科

年

名

名

××科

年

名

名

計

名

名

(納付金)

第○条　本校の入学検定料、入学金、授業料及び実験実習費は、次のとおりとする。
入学検定料　　○○，○○○円
入　学　金　○○○，○○○円
授　業　料　○○○，○○○円(年額)
実験実習費　○○○，○○○円(年額)

　附　　則

１　この学則は、○年４月１日から施行する。
　ただし、○年３月３１日以前に入学した者については、なお従前の例による。

	(課程、学科、修業年限、定員)

第○条　本校の課程、学科及び修業年限並びに定員は次のとおりとする。

課程名

学科名

修業
年限

入学
定員

総定員

備考
○○課程

××科

○年

○名

○○名

××科

年

名

名

計

○○名

○○課程

××科

年

名

名

××科

年

名

名

計

名

名

(納付金)

第○条　本校の入学検定料、入学金、授業料及び実験実習費は、次のとおりとする。
入学検定料　　○○，○○○円
入　学　金　○○○，○○○円
授　業　料　○○○，○○○円(年額)
実験実習費　○○○，○○○円(年額)





・新旧対照表は「変更となる条文箇所のみ」記載してください。


・変更箇所には、新旧いずれにも「赤字下線」を引いてください。


・旧条文欄は、必ず現行学則の表記と一致させてください。


・授業料の変更等、在校生には反映させない学則変更の場合は、必ず但し書きを記載してください。


　　➤（ただし、○年３月３１日以前に入学した者については、なお従前の例による）





＜附則記載例：専門士の称号付与を掲載する場合＞


この学則は令和○年４月１日から施行する。


ただし、第○条（称号の付与）については、文部科学大臣の公示日（○○年○月○日）以降から適用する。





・日付は届出段階ではブランクとする


・文科省の公示がなされたら学校で日付を追記









